
　

７
月
31
日
（
土
）
仁
田
子
の
緑
川

河
川
敷
に
鎮
座
す
る
故
山
崎
貴
仁
警

部
補
慰
霊
碑
で
、
慰
霊
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
は
、
昭
和
44
年
７
月
31
日

に
大
雨
で
増
水
し
た
緑
川
の
中
州
で

助
け
を
求
め
る
中
学
生
の
救
助
活
動

で
殉
職
し
た
山
崎
警
部
補
の
意
思
を

受
け
継
ぐ
た
め
に
御
船
警
察
署
（
松

村
英
志
署
長
）
が
毎
年
、
警
部
補
の

命
日
に
行
っ
て
お
り
、
松
村
御
船
警

察
署
長
や
同
署
員
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

署
員
ら
は
慰
霊
碑
周
辺
の
除
草
作

業
で
汗
を
流
し
た
あ
と
、
全
員
で
黙

と
う
。
園
田
勇
樹
さ
ん
（
辺
場
区
）

が
慰
霊
碑
に
地
域
の
安
全
を
守
る
誓

い
の
言
葉
を
読
み
上
げ
、
参
列
者
は

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　６月24日（木）甲佐町役場本庁舎で、Ｙ

ＫＫ ＡＰ（株）が制作した「うんこ おうち

の安全ドリル まどとドア編」の贈呈が行わ

れました。

　冊子は、同社が子どもたちに窓やドアの安

全な使い方を楽しく学んでもらおうと「うん

こドリル」シリーズを出版する（株）文響社

と協業で製作し、国内製造拠点の近隣小学校

に配布。同社熊本甲佐工場（津志田）を管轄

する九州製造所の村上肇製造所長が奥名町長

に町内小学１〜３年生264人分を届けました。

ＩＣＴを教育に活かすために 

教職員ＩＣＴ利活用研修会

地域の安心を守る誓いの日

故山崎警部補慰霊祭

窓の事故を未然に防ぐために 

ＹＫＫ ＡＰが小学校低学年向け冊子を制作

▼授業でのＩＣＴ活用方法について意見交換する甲佐中の教員ら

▲奥名町長に冊子を手渡す村上肇九州製造所長（左）

▼

故
山
崎
警
部
補
慰
霊
碑
に
敬
礼
す
る
御
船
警
察
署
員
ら

　

７
月
27
日
（
火
）
町
内
の
各

小
・
中
学
校
で
教
職
員
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利

活
用
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
（
蔵
田
勇
治
教

育
長
）
と
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
伴
う
高
速
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
利
用
契
約
を
結
ぶ
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
な
ど
が
実
施
。
１
人
１

台
端
末
整
備
と
い
っ
た
教
育
へ
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
が
進
む
中
、
授
業
で

の
効
果
的
な
活
用
を
進
め
よ
う
と
、

町
内
小
・
中
学
校
の
教
職
員
を
対

象
に
、
各
学
校
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

つ
な
い
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
ま
ず
、
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
最
新
動
向
や
授
業
で
の
活
用
事

例
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
操
作

演
習
を
通
し
て
基
本

操
作
に
つ
い
て
確
認
。

そ
の
後
、
授
業
で
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
案
を
検

討
し
、
グ
ル
ー
プ
で

の
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

研
修
を
終
え
て
、

甲
佐
中
の
杉
山
優
太

先
生
は
「
１
学
期
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
試
行

錯
誤
で
し
た
。
こ
の

研
修
で
学
ん
だ
こ
と

を
今
後
の
授
業
に
活

か
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
今
後
の
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。
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　８月27日（金）甲佐中学校で「甲佐町地域未

来塾」の閉塾式が行われました。

　同塾は、甲佐中生徒の学力および地域の教育力

の向上を図ることを目的として開塾。町内在住の

大学生や民間教育事業者などの協力を得て、同中

（永瀨善久校長）の生徒に学習機会を提供しよう

と町教育委員会が主催。同中生徒で受講を希望し

た約60人が、数学と英語の学力向上に取り組み

ました。

　授業は７月中旬から８月末までの夏休み期間を

利用しながら全14回の日程で実施され、学習支

援の調整役を担うコーディネーターと学校が連携

して生徒一人一人の学習をサポート。授業１コマ

に対して、塾講師、同中特別支援員、ＡＬＴなど

で構成される学習支援員２〜３人が担当し、生徒

たちは１学期の学習項目の確認や課題の克服のた

め学習を行いました。

　参加した福島音芭さん（甲佐中２年・緑町区）

は「苦手だった問題の解き方のコツがつかめたの

でよかったです」と笑顔で話しました。

　７月５日（月）町教育長室で、食農教育雑

誌『ちゃぐりん』の贈呈が行われました。

　同誌は、（一社）家の光協会が発行する月

刊誌で、農業の大切さや自然との関わり、共

生の役割などについて次代を担う子どもたち

に理解を深めてもらうことを目的に発行され

ています。

　上益城農業協同組合（田原要一代表理事組

合長）の松岡勇治代表理事専務から、町内4

小学校の４年生97人分が蔵田勇治町教育長

に贈呈されました。

農業への理解を深めよう 

上益城農業協同組合が児童に食農教育雑誌を贈呈

▲ちゃぐりんを贈呈する松岡勇治代表理事専務（右）

甲佐中生徒に学びの機会を　

甲佐町地域未来塾

▲町内在住の大学生や塾講師などの協力により開催された学習会で数学
　や英語について学ぶ甲佐中生徒たち

　

７
月
７
日
（
水
）
豊
内
の
陣
ノ
内

城
跡
で
、
甲
佐
小
４
年
の
児
童
37
人

が
見
学
を
行
い
、
地
域
の
歴
史
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

地
域
に
つ
い
て
学
ぶ
総
合
学
習
の

一
環
で
同
小
（
武
永
春
美
校
長
）
が

実
施
。
児
童
ら
は
学
校
か
ら
徒
歩
で

高
台
に
位
置
す
る
城
跡
ま
で
移
動
し

な
が
ら
、
地
形
や
位
置
関
係
を
確
認
。

城
跡
に
着
く
と
、
講
師
を
務
め
た
町

教
育
委
員
会
の
上
髙
原
聡
さ
ん
が
城

内
を
案
内
し
な
が
ら
、
空
堀
の
大
き

さ
や
城
跡
の
広
さ
に
つ
い
て
解
説
し

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
土
塁
の
上
か
ら

空
堀
の
深
さ
や
甲
佐
の
街
並
み
を
見

下
ろ
し
な
が
ら
、
築
造
当
時
に
思
い

を
巡
ら
せ
ま
し
た
。

陣ノ内城跡について学ぶ 

甲佐小児童が地域の史跡を見学

▼

空
堀
で
上
髙
原
さ
ん
の
解
説
を
聞
く
甲
佐
小
児
童
た
ち
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